
◎
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人

　
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

　
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

　
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

　
に
関
す
る
条
例

松
﨑

事
務
手
続
き
は
、
本
人
だ
け
で

　

な
く
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
代
理
人
が
行
う

　

場
合
も
あ
り
、
個
人
情
報
や
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
が
も
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

　

し
い
が
？

Ａ

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル

パ
ー
や
事
業
所
が
運
搬
す
る
際
に
も

　

注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
、
預
か
っ
た

　

情
報
に
つ
い
て
も
、
役
場
の
方
で
厳

　

重
に
保
管
す
る
。

佐
々
木
（
隆
）　

障
が
い
や
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
で
、
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
数

　

は
把
握
し
て
い
る
の
か
？

Ａ

全
国
民
に
交
付
し
て
い
る
12
桁

　

の
番
号
を
使
っ
て
事
務
処
理
を
行

　

う
も
の
で
、
カ
ー
ド
を
持
た
れ
て
い

　

な
い
人
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

　

な
い
。

若
年
出
産
・
子
育
て
世
帯
へ

　
　
　
　
　

積
極
的
な
応
援
を

木
下　

若
年
出
産
世
帯
奨
学
金
返
還
支

　

援
事
業
に
つ
い
て
、
１
人
最
大
20
万

　

円
ま
で
と
の
こ
と
だ
が
、
夫
婦
と
も

　

に
奨
学
金
を
借
り
て
い
た
場
合
、
ど

　

ち
ら
も
対
象
と
な
る
の
か
？

Ａ

条
件
に
該
当
す
れ
ば
夫
婦
と
も

　

対
象
で
、
そ
の
場
合
は
夫
婦
で
最

大
40
万
円
に
な
る
。
申
請
は
１
回

　

限
り
で
児
童
が
生
ま
れ
て
か
ら
１

　

年
以
内
。

木
下　

町
単
独
事
業
で
あ
る
子
育
て
世

　

帯
・
若
年
世
帯
住
替
え
支
援
事
業
、

　

親
・
子
世
帯
近
居
・
同
居
支
援
事
業

　

で
、
39
歳
以
下
の
夫
婦
に
年
齢
制
限

　

を
設
定
し
た
理
由
は
？

Ａ

町
単
独
事
業
に
関
し
て
は
年
齢

を
39
歳
ま
で
引
き
上
げ
た
形
に
し

　

て
い
る
。

佐
々
木
（
隆
）　

障
が
い
者
タ
ク
シ
ー

　

利
用
等
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
不
足

　

見
込
み
の
扶
助
費
64
万
２
千
円
は
、

　

ど
の
く
ら
い
の
利
用
に
相
当
す
る
の

　

か
？

Ａ

対
象
者
６
６
３
人
の
う
ち
４
２
６

　

人
に
助
成
金
を
発
行
し
て
お
り
、
利

　

用
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

　

る
。

令和７年１月の予定ですA

厚生文教常任委員会審査

条
例
の
一
部
改
正

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

原
田　

伊
予
市
・
伊
予
郡
養
護
老
人
ホ

　

ー
ム
組
合
が
運
営
す
る
和
楽
園
へ
の

扶
助
費
１
１
０
万
３
千
円
に
つ
い

　

て
、
新
規
入
所
で
３
人
か
ら
４
人
に

　

な
っ
た
が
、
新
規
入
所
者
の
扶
助
費

　

は
何
か
月
分
で
こ
の
金
額
な
の
か
？

Ａ

10
月
か
ら
の
６
か
月
分
で
、
１
月

　

あ
た
り
17
〜
18
万
円
の
措
置
費
が
掛

　

か
る
。

和楽園（松前町）

○
請
願
審
査

　
「
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
意

　

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」（採

択
）

「
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
中
止
し
、

　

存
続
を
求
め
る
請
願
」   （

継
続
審
査
）

とべ議会だより
令和6年2月1日発行

（6）


